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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第68期

第３四半期
連結累計期間

第69期
第３四半期
連結累計期間

第68期

会計期間
自 平成29年１月１日
至 平成29年９月30日

自 平成30年１月１日
至 平成30年９月30日

自 平成29年１月１日
至 平成29年12月31日

売上高 (千円) 6,434,262 6,915,225 8,740,909

経常利益 (千円) 239,671 478,078 391,502

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 146,877 329,589 254,834

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 312,797 186,982 476,757

純資産額 (千円) 9,863,607 10,151,222 10,027,438

総資産額 (千円) 18,171,041 16,984,871 17,712,245

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 95.81 215.05 166.24

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 54.3 59.8 56.6
 

　

回次
第68期

第３四半期
連結会計期間

第69期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成29年７月１日
至 平成29年９月30日

自 平成30年７月１日
至 平成30年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 35.03 74.49
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４　平成29年７月１日付で普通株式10株につき１株の割合をもって株式併合を実施しております。前連結会計年

度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期(当期)純利益金額を算定しております。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当グループ(当社および当社の関係会社)が営んでいる事業の内容に重要な変

更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間末において当社が判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用環境の改善傾向など緩やかな回復基調が続い

ているものの、米中貿易摩擦など米国政権における保護主義的な動きや世界的な地政学リスクの影響などにより、

景気の先行きは依然として不透明な状況で推移しました。

当グループを取り巻く事業環境は、主力のバーコード用リボンなどのサーマルトランスファーメディア、修正

テープの市場は底堅く推移しているものの、スマートフォン・タブレット端末等の電子材料分野向けを主とする機

能性フィルム「ＦＩＸＦＩＬＭ」の市場においては、依然として厳しい販売・価格競争が続いております。

このような環境のなか、当グループは、創造型企業としての技術基盤をもとに、新製品の開発および新市場の開

拓を重点課題とし、多様化・高度化する顧客のニーズに対応する開発に努めてまいりました。

また、サーマルトランスファーメディア、修正テープなどについては、国内外において積極的な拡販活動を展開

してまいりました。

生産面におきましては、海外生産拠点であるエフシー ベトナム コーポレーション(当社子会社)の活用強化によ

る生産効率化、グループ全体でのコスト削減の推進による収益の改善に取り組んでまいりました。

この結果、連結売上高は、主力製品を中心に拡販に努めた結果、69億１千５百万円(前年同期比7.5％増)となりま

した。

利益面におきましては、高付加価値製品の販売増加およびグループを挙げた生産の効率化によるコスト削減など

により、営業利益は４億５千４百万円(前年同期比109.1％増)となり、経常利益は４億７千８百万円(前年同期比

99.5％増)となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は法人税等の計上などにより、３億２千９百万円(前

年同期比124.4％増)となりました。

品目別売上高の状況は、次のとおりであります。

サーマルトランスファーメディアは、主力のバーコード用リボンを中心に拡販に努めた結果、39億３千２百万円

(前年同期比12.3％増)となりました。

インパクトリボンは、市場の縮小傾向が続くなか、選択と集中にもとづく営業活動を展開しましたが、６億８千

１百万円(前年同期比10.3％減)となりました。

テープ類は、堅調な需要に支えられ、14億４千７百万円(前年同期比4.2％増)となりました。

機能性フィルムは、電子材料分野を中心に拡販に努めた結果、３億３千９百万円(前年同期比5.2％増)となりまし

た。

その他は、５億１千３百万円(前年同期比11.6％増)となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、169億８千４百万円(前連結会計年度末比4.1％減)と、前連結会計年度

末に比べ７億２千７百万円の減少となりました。これは、主に借入金の返済等による現金及び預金の減少などによ

るものであります。

負債は、68億３千３百万円(前連結会計年度末比11.1％減)と、前連結会計年度末に比べ８億５千１百万円の減少

となりました。これは、主に金融機関への借入金の返済による減少などによるものであります。

純資産は、101億５千１百万円(前連結会計年度末比1.2％増)と、前連結会計年度末に比べ１億２千３百万円の増

加となりました。これは、主に利益剰余金の増加などによるものであります。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当グループの事業上および財務上の対処すべき課題に重要な変更および新

たに生じた課題はありません。

 

(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は２億８千５百万円であります。なお、当第３四半期連結累計期

間において、当グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 6,000,000

計 6,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成30年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成30年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,789,487 1,789,487
東京証券取引所
市場第二部

単元株式数
100株

計 1,789,487 1,789,487 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成30年７月１日～
平成30年９月30日

― 1,789,487 ― 4,791,796 ― 1,197,949
 

 

(6) 【大株主の状況】

 当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

 当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載する

ことができませんので、直前の基準日である平成30年６月30日の株主名簿により記載しております。

 

① 【発行済株式】

   平成30年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 256,800
 

―
株主としての権利内容に制限のない、
標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式

1,525,200
15,252 同上

単元未満株式 普通株式 7,487
 

― 同上

発行済株式総数 1,789,487 ― ―

総株主の議決権 ― 15,252 ―
 

(注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式45株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

   平成30年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有

株式数の割合(％)

(自己保有株式)
フジコピアン株式会社

大阪市西淀川区御幣島
五丁目４番14号

256,800 ― 256,800 14.35

計 ― 256,800 ― 256,800 14.35
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２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

役職の異動

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

取締役上席執行役員

経営企画室長

兼　環境・品質統制室長

取締役上席執行役員

経営企画室長
赤城　耕太郎 平成30年６月11日

取締役上席執行役員

市場開発部担当

兼　営業第二部担当

取締役上席執行役員

市場開発部担当

兼　海外営業部担当

志波　博幸

平成30年７月11日

取締役上席執行役員

営業統括部長

兼　市場開発部担当

兼　東京支店長

取締役上席執行役員

市場開発部担当

兼　営業第二部担当

平成30年８月11日

取締役上席執行役員

営業第一部担当

兼　営業第一部長

兼　東京支店長

取締役上席執行役員

営業部長　

兼　東京支店長

榎園　克巳

平成30年７月11日

執行役員

営業統括部

営業企画担当

取締役上席執行役員

営業第一部担当

兼　営業第一部長

兼　東京支店長

平成30年８月11日
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第４ 【経理の状況】

 

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）にもとづいて作成しております。

 

２ 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定にもとづき、第３四半期連結会計期間（平成30年７月１日から平

成30年９月30日まで）および第３四半期連結累計期間（平成30年１月１日から平成30年９月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。なお、新日本有限責任

監査法人は平成30年７月１日付をもって、名称をEY新日本有限責任監査法人に変更しております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成29年12月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成30年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 5,874,970 5,176,934

  受取手形及び売掛金 ※1  2,534,394 ※1  2,659,842

  電子記録債権 ※1  517,877 ※1  486,278

  商品及び製品 518,510 584,991

  仕掛品 478,777 497,722

  原材料及び貯蔵品 442,871 471,148

  繰延税金資産 20,927 54,817

  その他 125,399 80,610

  貸倒引当金 △2,948 △3,074

  流動資産合計 10,510,780 10,009,271

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 1,930,882 1,921,092

   機械装置及び運搬具（純額） 1,262,369 1,232,916

   土地 1,679,923 1,679,923

   建設仮勘定 37,982 76,584

   その他（純額） 515,875 518,832

   有形固定資産合計 5,427,033 5,429,349

  無形固定資産   

   のれん 6,783 ―

   その他 59,665 71,157

   無形固定資産合計 66,449 71,157

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,511,347 1,315,906

   長期貸付金 826 551

   その他 195,907 158,734

   貸倒引当金 △100 △100

   投資その他の資産合計 1,707,981 1,475,092

  固定資産合計 7,201,464 6,975,599

 資産合計 17,712,245 16,984,871
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成29年12月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成30年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 ※1  569,721 ※1  600,502

  電子記録債務 ※1  961,892 ※1  936,989

  短期借入金 144,177 111,579

  1年内返済予定の長期借入金 1,160,607 1,427,558

  リース債務 110,405 110,749

  未払法人税等 90,267 137,494

  未払消費税等 5,723 14,702

  賞与引当金 ― 83,378

  設備関係支払手形 27,294 ※1  5,227

  設備関係電子記録債務 ※1  135,408 ※1  140,211

  その他 284,610 243,418

  流動負債合計 3,490,108 3,811,812

 固定負債   

  長期借入金 2,852,140 1,780,701

  リース債務 204,596 147,068

  繰延税金負債 263,010 205,427

  役員退職慰労引当金 122,070 139,900

  退職給付に係る負債 749,068 744,926

  資産除去債務 3,811 3,811

  固定負債合計 4,194,698 3,021,836

 負債合計 7,684,807 6,833,649

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 4,791,796 4,791,796

  資本剰余金 2,995,928 2,995,928

  利益剰余金 2,017,801 2,286,078

  自己株式 △417,968 △419,855

  株主資本合計 9,387,558 9,653,948

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 582,434 440,909

  為替換算調整勘定 85,124 74,736

  退職給付に係る調整累計額 △27,679 △18,373

  その他の包括利益累計額合計 639,879 497,273

 純資産合計 10,027,438 10,151,222

負債純資産合計 17,712,245 16,984,871
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年１月１日
　至 平成30年９月30日)

売上高 6,434,262 6,915,225

売上原価 4,829,196 4,999,981

売上総利益 1,605,065 1,915,244

販売費及び一般管理費 1,387,499 1,460,385

営業利益 217,566 454,858

営業外収益   

 受取利息 1,153 961

 受取配当金 18,659 23,777

 為替差益 5,275 ―

 保険返戻金 ― 10,856

 その他 23,580 18,177

 営業外収益合計 48,669 53,773

営業外費用   

 支払利息 25,591 21,302

 為替差損 ― 8,761

 その他 972 489

 営業外費用合計 26,564 30,553

経常利益 239,671 478,078

特別損失   

 固定資産廃棄損 39,081 13,468

 特別損失合計 39,081 13,468

税金等調整前四半期純利益 200,590 464,609

法人税等 53,712 135,020

四半期純利益 146,877 329,589

親会社株主に帰属する四半期純利益 146,877 329,589
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年１月１日
　至 平成30年９月30日)

四半期純利益 146,877 329,589

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 109,685 △141,524

 為替換算調整勘定 42,819 △10,388

 退職給付に係る調整額 13,415 9,306

 その他の包括利益合計 165,919 △142,606

四半期包括利益 312,797 186,982

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 312,797 186,982
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 
(会計方針の変更等)

該当事項はありません。

 
(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

該当事項はありません。

 

(追加情報)

該当事項はありません。

　　

(四半期連結貸借対照表関係)

※１ 四半期連結会計期間末日満期手形、電子記録債権および電子記録債務の会計処理については、手形交換日また

は決済日をもって決済処理しております。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関休業日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手

形、電子記録債権および電子記録債務が期末残高に含まれております。

 
前連結会計年度

(平成29年12月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成30年９月30日)

受取手形及び売掛金 6,361千円 6,633千円

電子記録債権 6,087 6,285

支払手形及び買掛金 32,161 39,593

電子記録債務 219,643 203,236

設備関係支払手形 ― 3,715

設備関係電子記録債務 117,133 57,758
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)およびのれんの償却額

は、次のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
至 平成29年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年１月１日
至 平成30年９月30日)

減価償却費 345,535千円 348,993千円

のれんの償却額 20,351 6,662
 

 

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自　平成29年１月１日　至　平成29年９月30日)

 

１　配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年２月13日
取締役会

普通株式 61,323 4.00 平成28年12月31日 平成29年３月10日 利益剰余金
 

（注）平成29年７月１日付で普通株式10株につき１株の割合をもって株式併合を実施しております。

平成28年12月期の１株当たり配当額につきましては、当該株式併合前の実際の配当額を記載しております。

 

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末

日後となるもの

　　該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間(自　平成30年１月１日　至　平成30年９月30日)

 

１　配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年２月14日
取締役会

普通株式 61,312 40.00 平成29年12月31日 平成30年３月８日 利益剰余金
 

 

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末

日後となるもの

　　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

フジコピアン株式会社(E02402)

四半期報告書

14/17



 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当グループは、インク製造技術、塗布技術を技術基盤として、印字記録媒体および事務用消耗品関連事業を主

な業務とした単一セグメントで事業活動を行っておりますので、記載を省略しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
至 平成29年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年１月１日
至 平成30年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 95円81銭 215円05銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 146,877 329,589

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(千円)

146,877 329,589

普通株式の期中平均株式数(株) 1,533,013 1,532,620
 

(注)１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．平成29年７月１日付で普通株式10株につき１株の割合をもって株式併合を実施しております。前連結会計年

度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成30年11月14日

フジコピアン株式会社

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人
 

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　和 田 林　 一　　毅　　㊞

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　仲　　　　 昌　　彦　 ㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているフジコピアン株

式会社の平成30年１月１日から平成30年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成30年７月１日か

ら平成30年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成30年１月１日から平成30年９月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につい

て四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、フジコピアン株式会社及び連結子会社の平成30年９月30日現在の

財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上

 
 

(注) １ 上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２ XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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